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図-3 アコヤ貝の心拍数と水温の関係

マイクロバブル技術による真珠養殖に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図‐1　真珠養殖用M2-M型MB発生装置

1．はじめに
近年，三重の真珠生産量は，バブル崩壊前の3分の1

ほどにも落ち込み，真珠業者は，養殖を続けられるかど
うかの窮地に追い込まれている．この衰退と不振の原因
は，大量斃死問題にあったが，マイクロバブル（MB）発
生技術を適用することで，アコヤ貝の大量斃死の防止と
成長促進，真珠層の形成促進が可能となった

1）
．本研究

では，さらに研究を進め，貝の成長促進，生理活性効果
について検討した．

2．マイクロバブル発生技術
　マイクロバブルとは，「その発生時において，気泡径
が10～40μmである微細気泡」と定義される2）．
　図-1に，真珠養殖用M2-M型のマイクロバブル発生装
置を示す．本図には，上部に2機発生装置が取り付けら
れ，反対側にも同様に2機設置され，合計4機に高圧ポ
ンプから圧力水が送り込まれている．同時に発生装置上
部に取り付けられたホースから空気を自吸，通過させる
ことによって，マイクロバブルが大量に発生させられ
た．

3. マイクロバブルによる真珠養殖効果
　アコヤ貝の成長に関する指標として，グリコーゲンの
蓄積度がある．貝を開くと身の最上部に白い膜状のもの
が観察されるが，これが，グリコーゲンの蓄積された部
分である．経験的に，この膜が白く分厚いほどグリコー
ゲン量が多いとされている．このグリコーゲンについて
は，海水温が最高温になる8月前までに，いかに大量に
蓄積させ，夏場の体力消耗に備える．さらに，グリコー
ゲンを消費した後は，いかに早く再蓄積させるかが非常
に重要となる．図-2に示すように，マイクロバブル供
給貝は，グリコーゲン，蓄積および再蓄積において，非
常に優れていた．
　図-3に，水温と貝の心拍数の関係を示す．これによ
り，冬場の3回/minに対して，夏場は，80回/minと，
水温の高温化で心拍数が急増する．これが体力消耗の原
因となる．
　図-4には，浜揚げ後に選別した真珠を示す．選別は，
商品珠，スソ珠（売れるが安い珠），クズ珠，シラ珠（売
れない珠）の4種類に分けられた．従来での養殖法では，
商品珠は3割程度しか採取できない．マイクロバブル供
給貝は，商品珠の割合が6割以上もあり，その高品質性
が注目された．また，図-5に，2003年度のマイクロバ

図-2 豊富なグリコーゲンを持つMB供給貝
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ブル使用業者と，未使用業者の選別（真珠100個）の比
較を示す．これから，マイクロバブルを供給した方の商
品珠の割合だけでなく，脱核（浜揚げ前に貝が挿核した
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図-4 浜揚げ後に選別された真珠

図-7 平均血流量の変化

図-5 マイクロバブル供給有無による選別の割合

図-6 真珠の大きさの頻度分布（2年貝）
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シラ・クズ珠核を吐き出してしまう行為）において，その割合が極め
て少ないことも確認された．このように真珠の品質向
上および生産効率という課題において，マイクロバブ
ルは重要な役割を果たしているといえる．
　そこで，2003年度の成果をまとめると，まず，通常
より半年程度核入れを早めて，真珠層を厚く巻かせる
「越し物」の養殖に成功した．厚巻きの真珠は非常に価
値があり，高評価される．しかし，アコヤ貝の大量斃死
問題が深刻になり，その養殖が不可能となっていた．
2003年度も越し物のアコヤ貝4万個が，真珠の浜揚げ
までに9割が斃死するという事態に陥っていた．これと
比較して，マイクロバブル供給貝は，越し物の斃死率を
1割以下に実現させた．
　次に，真珠養殖は，通常3年の期間を要する「3年貝」
が主流であるが，その斃死対策に2年で養殖する「2年
貝」というものがある．2年貝は，貝が若いため，斃死
率は低いが，真珠の巻きが薄いという欠点がある．
　図-6に，2年貝の真珠径の頻度分布を示す．2003年
度のマイクロバブル供給貝は，7.5mmに付近が最も多
く，平均で1.5mmの真珠層が形成されている．従来は
0.5mm程度であったことを考慮すると，マイクロバブル
の供給は，従来の3倍以上の真珠層の形成を促進させた
ことになる．
　これらの成果は，次に述べるマイクロバブルの生理
活性効果によるものと考えられた．

4.血流測定実験
　上述の成長促進効果を踏まえ，マイクロバブルの生
理活性機能を解明するために血流実験がなされた．水
槽に海水を入れ，殻を半分取り除いたアコヤ貝の心臓
にセンサーを設置し，血流波形を計測した．血流計は，
オメガウェーブ社製のレーザー血流計を使用した．図-
7にアコヤ貝の平均血流量の波形の計測例を示す．縦軸
は，マイクロバブル供給前の平均血流量Q0を供給後の
平均血流量Qｂで無次元化した値である．これより，水
槽内で貝にマイクロバブルを供給すると，急激に血流
量が1.5倍増加した．その後，やや血流量が減少する
が，マイクロバブルを供給している間は1.3倍に近い
血流量を維持している．
　この血流促進が，アコヤ貝の成長を真珠層形成促進
に重要な役割を果たしたと考えられる．今後，マイクロ
バブルによる血流促進のメカニズムの解明が重要と思
われる．
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